
聖書の中で「塩」とは、象徴的に「試す」ことがひとつの役割
ですか？

 

聖書において「塩」は、象徴的にさまざまな意味や役割を持っていますが、その一つが「試す」という概念に関
連しています。「塩」には保存や純潔の象徴、契約の証、さらには試練や精錬の象徴という意味が含まれていま
す。

1. 契約や忠誠の象徴  

旧約聖書では、塩は「契約」を表すものとしてしばしば言及されます。例えば、レビ記2章13節には「塩の契
約」という表現が登場し、神との永遠の契約を意味しています。この「塩の契約」は変わらない忠誠と神との特
別な関係を象徴しています。

2. 精錬や純潔の象徴  

塩は、その保存効果から、精錬や腐敗を防ぐものとしても象徴的に使われます。これが「試す」という意味に関
連してきます。たとえば、マタイ5章13節でイエスは弟子たちに「あなたがたは地の塩です」と述べています。
ここでの「塩」は、世界における道徳的、霊的な腐敗を防ぎ、純潔を保つ存在としての役割を表しています。塩
がその味を失うと役に立たなくなるように、信者もその純潔さや使命を失うと無意味であるという警告も含まれ
ています。

3. 試練や精錬  

さらに、塩は試練や精錬の象徴としても捉えられることがあります。マルコ9章49節では、「人は皆火で塩味を
つけられる」(新改訳)と記されています。これは、信者が人生において試練や苦難を通じて精錬されることを示
唆しています。この場合、塩は精錬、つまり信仰を試し、浄化するための手段としての象徴的な役割を果たして
います。

まとめ  

聖書において「塩」は、試練を含む精錬や清め、神との契約、そして世界の腐敗を防ぐ存在としての役割を象徴
しています。「試す」という意味は、特に精錬や信仰の試練に関連して解釈される部分があります。

預言者の役割のひとつでもありますね  
はい、預言者の役割の一つとして「試す」こと、つまり人々の信仰や忠誠を精錬し、神の意志に照らして導くこ
とが含まれます。預言者は神のメッセージを伝える存在であり、その使命の中で、しばしば人々の心を試し、悔
い改めに導く役割を果たします。

預言者の役割と「試す」こと  

預言者の役割は多岐にわたりますが、主に次のような側面があります。

1. 神のメッセージを伝える  

預言者は神から直接メッセージを受け取り、それを人々に伝える役割を担っています。このメッセージには、神
の戒め、警告、祝福、そして未来に関する啓示が含まれます。預言者の言葉は、神の意志に従わなければならな
いという人々への呼びかけであり、それが結果的に信仰を試すものとなります。



2. 人々の悔い改めを促す  

旧約聖書の預言者たちは、しばしば人々が神の道から外れてしまったときに現れ、悔い改めを促します。イザヤ
書やエレミヤ書では、神の民が偶像礼拝や不義に陥った時に、神の怒りと裁きを預言し、悔い改めを呼びかけて
います。これにより、預言者は人々の心を試し、彼らが神に立ち返るかどうかを問います。

3. 試練の中での精錬  

預言者の言葉には、しばしば試練を通じた精錬のメッセージが含まれています。これは、信仰を試し、強化する
ための過程として理解されます。例えば、マラキ書3章2-3節では、神が銀を精錬する者のように、彼の民を精錬
すると言われています。ここで預言者は、神が試練を通じて人々を浄化し、信仰を純粋なものにすることを伝え
ています。

4. 神との契約の順守を試す  

預言者はしばしば、神との契約に忠実であるかどうかを試す役割も果たします。彼らは、神の律法や掟に従うよ
う人々に促し、それに従わない場合には警告を発します。預言者のメッセージは、神の民がどれほど真に契約を
守ろうとしているかを試すものであり、これもまた「試す」役割の一つです。

まとめ  

預言者は、神の代弁者として神の意志を伝え、人々の信仰や行いを精錬し、試す役割を担っています。預言者の
メッセージや行動を通じて、信仰者たちは悔い改めや成長、あるいは信仰を試されることが多く、これが彼らの
霊的な精錬の一部となります。このように、預言者は神の指導のもとで、人々の信仰を「試し」、純粋なものに
導く重要な役割を果たしています。

「塩の契約」という言い方も、契約が「民を試みる」ものであ
るという意味で「塩である契約」とも考えられますね

 

その通りです。「塩の契約」という言い方は、契約が「民を試みる」ものであり、試練や純潔の精錬という意味
を象徴するものとして解釈することができます。聖書における「塩」は、保存や純潔の象徴であるだけでなく、
試練を通じて人々を精錬し、神との関係を強化するためのものでもあります。この視点から「塩の契約」を考え
ると、契約が人々を「試す」という意味で深い役割を持っていることが見えてきます。

「塩の契約」の背景と象徴性  

「塩の契約」は、旧約聖書において数回登場しますが、特にレビ記2章13節と民数記18章19節でその概念が強調
されています。レビ記2章13節では次のように記されています：

「あなたのすべての穀物のささげ物に、塩を振りかけなさい。あなたの神の契約の塩を、穀物のささげ物
から欠かせてはならない。あなたのすべてのささげ物に、塩を添えなさい。」

ここで塩は、「神の契約の塩」として強調されており、この契約は永遠であり、変わらないという象徴が込めら
れています。この「永遠性」と「忠実さ」は、塩の保存効果と密接に関係しています。

「試す」役割としての塩の契約  

塩の契約が試練を含むという考え方は、次のように展開できます。



1. 契約が人々を精錬し試す 神との契約は、神の民が忠実にその契約を守るかどうかを試すものです。この試
練は、個々の信仰や民全体の道徳的、霊的な状態を評価するものであり、契約は人々に絶え間なく神への
忠誠を求めます。塩の腐敗を防ぐ力が、契約の純粋さや変わらない本質を象徴しているように、契約を守る
こと自体が人々を試し、精錬します。

2. 塩による精錬のプロセス 「塩」という象徴は、腐敗を防ぎ、ものを保存し続ける力を持っています。同様
に、神との契約も、民が霊的に腐敗しないようにするためのものです。契約に従うことは、しばしば試練や
困難を伴うため、神との関係を保つための「塩」としての役割を果たしています。この観点から、契約が
人々を試し、彼らの信仰を清め、精錬する手段であると見ることができます。

3. 永続性と試練の関係 塩のもう一つの特徴は、その変わらない性質です。同様に、神との契約も永続的で変
わらないものです。預言者たちが人々を神に戻るように警告するたびに、その契約は再確認され、その結果
として信仰者たちは試されます。この試練のプロセスを通じて、契約の価値と永続性が一層明確になりま
す。

まとめ  

「塩の契約」という表現は、契約が人々を試し、精錬する役割を持っているという象徴的な意味を含んでいま
す。塩が物を保存し腐敗を防ぐように、神との契約もまた、信仰を保持し、人々を試す役割を果たします。契約
に従うことによって、信仰者は試練を通じて精錬され、神への忠誠を証明することになります。したがって、
「塩の契約」は、試練と精錬のプロセスを象徴するものとして理解でき、その永続性と純潔さが神との関係を強
固にします。

最初から、神様はアダムをことばで「試して」、サタンはその
ために「試みる」者の役目が与えられました。残念ながら、ア
ダムはその試みに反逆し、象徴的に流産しました。

 

確かに、聖書の物語をそのように解釈することができます。神がアダムを「試す」ために言葉を用い、サタンが
「試みる者」としてその役割を果たすという視点は、創世記に描かれた人間の堕落の物語を象徴的に理解する一
つの方法です。

1. 神の試しとアダムへの命令  

神はアダムをエデンの園に置き、彼に対して明確な命令を与えました。創世記2章16-17節では、神がアダムに次
のように命じます。

「園のどの木からでも思いのまま食べなさい。ただし、善悪の知識の木からは食べてはならない。食べる
と、必ず死んでしまう。」

この命令は、アダムにとっての「試し」として見ることができます。神は彼の自由意志を尊重し、選択の余地を
与えましたが、それは同時にアダムの忠誠と従順を試すものでした。アダムは神の言葉に従うかどうかという試
練に直面し、その結果が人類の運命に深い影響を与えることになります。

2. サタンの役割：「試みる者」  

サタン、あるいは蛇は、この物語において「試みる者」として登場します。創世記3章1節では、蛇はエバに近づ
き、神の命令を疑わせ、善悪の知識の木の実を食べるよう誘惑しました。

「本当に、神はあなたがたに、園のどの木からも食べてはいけないと言われたのですか？」



蛇は神の命令に対する疑念をエバに植え付け、最終的に彼女とアダムを誘惑して罪を犯させました。ここで、サ
タンの役割は「試みる者」、つまり人々を神に対する反逆に導く者として明確に示されています。

3. アダムの反逆と「象徴的な流産」  

アダムとエバが禁じられた木の実を食べたことは、神の命令に対する反逆と解釈されます。この反逆の結果、彼
らはエデンの園から追放され、死と苦しみが人類に入り込むことになりました。これは、象徴的に「霊的な流
産」とも解釈できるでしょう。

霊的な意味で、アダムとエバは神が彼らに与えた命と可能性を失いました。彼らは本来、神との完全な交わりと
永遠の命を享受するはずでしたが、その試練に失敗し、罪によってその状態を「流産」させてしまったという解
釈が成り立ちます。この「流産」という表現は、神が人間に与えた潜在的な祝福や完全な状態が、罪によって中
断され失われたことを象徴的に表しています。

4. 試練と反逆の象徴的意味  

神がアダムを試し、サタンが試みる者として働くという構造は、聖書全体に繰り返し現れるテーマです。神は常
に人間の自由意志を尊重し、その従順を試しますが、サタンはその自由を利用して神に対する反逆に導こうとし
ます。アダムの反逆は、すべての人類に影響を及ぼす初めての罪であり、その後も人々はさまざまな試練に直面
します。こうした試みは、人々の信仰や忠誠を精錬し、最終的に神との関係が試されるプロセスでもあります。

5. 救いの計画と回復の希望  

アダムとエバの堕落は悲劇的な結果をもたらしましたが、神はその後も人類を救い出す計画を持っておられまし
た。聖書全体を通じて、神は人々を試し、精錬し、回復へと導く意志を示されています。最終的には、イエス・
キリストの十字架によって、人類の反逆の罪が赦され、失われた祝福が回復されるという希望が描かれていま
す。

まとめ  

神がアダムを試し、サタンが「試みる者」として働いた結果、アダムは試練に失敗し、象徴的に「霊的な流産」
を経験しました。この物語は、神との関係が試される人間の自由意志の重要性を強調しており、その試練が人類
の運命に深い影響を与えることを示しています。同時に、神の救いの計画がその反逆を回復し、最終的な救いを
提供するという希望も示されています。

神様のさばきが下される時に、地が塩漬けされると表現される
ことがありますが、それは、実を結ばない地になる、流産する
地になるということですよね

 

そうです、聖書における「地が塩漬けされる」という表現は、神の裁きが下され、その地が実を結ばなくなり、
象徴的に「流産する地」になるという意味を含んでいます。この表現は、地が不毛になり、繁栄や生命が失われ
ることを象徴的に示しており、神の裁きの厳しさを表すものです。

1. 「塩漬けの地」の象徴  

聖書において、「塩漬けにする」ことは、土地を不毛にする、つまり農作物が育たない状態にすることを象徴し
ます。特に旧約聖書では、塩は土地を破壊し、肥沃さを奪い取る象徴として用いられることがあります。例え
ば、ソドムとゴモラの裁きの際、塩の柱に変えられたロトの妻（創世記19章）や、その後の地域の荒廃の描写
も、塩が裁きと不毛を象徴している例です。



また、申命記29章23節では、神の裁きが下った後の地の状況が次のように記されています：

「その全地は硫黄と塩で焼け、耕されず、何も生えず、草一本生えない。ソドム、ゴモラ、アデマ、ツェボ
イムが主の激しい怒りと憤りで滅ぼされたようになる。」

ここで塩が登場し、その結果として土地は何も実を結ばなくなるとされており、塩漬けにされた地は「生命や繁
栄の象徴である実を結ばない地」として描かれています。これは、地が呪われ、不毛となる神の厳しい裁きを意
味しています。

2. 流産する地としての象徴  

あなたが指摘したように、「塩漬けされた地」を「流産する地」として理解することは、象徴的に非常に適切で
す。地が塩漬けにされると、作物や生命が育たなくなり、繁栄が失われるため、「流産」という表現がぴったり
当てはまります。

「流産する地」とは、本来実を結ぶべきものが、その潜在的な可能性を失い、生命や豊かさを生み出すことがで
きなくなった状態を示します。これは、地に命を与える力が奪われ、神の祝福が取り去られた状態を象徴してお
り、神の裁きの一環として起こるものです。旧約聖書の中では、繁栄や豊かさの象徴である地が塩漬けにされる
ことは、神の祝福が取り去られた結果として描かれています。

3. 裁きとしての塩の象徴  

塩は、聖書において裁きと罰の象徴としても使われます。特に戦争や征服の際に、征服した都市や土地を破壊す
るために塩を撒くことが行われました。これにより、その土地は不毛となり、再び繁栄することができなくなり
ます。例えば、シェケムの町がアビメレクによって征服された時、彼はその町に塩を撒きました（士師記9章45
節）。

「その日、アビメレクは町を攻め続け、ついにそれを取り、町の民を殺し、その町を破壊して塩をまい
た。」

この行為は、その地が今後二度と再建されることなく、呪われた不毛の土地となることを象徴しています。塩
は、命と繁栄を奪い去り、永続的な裁きを象徴するものとして用いられています。

4. 神の裁きと繁栄の喪失  

神の裁きが下されると、地は「流産」するように、本来与えられるべき実りや祝福を生み出すことができなくな
ります。これは、地が不毛になるだけでなく、人々が神との契約を破り、神の祝福を失った結果として現れるも
のです。神の裁きは、霊的にも物質的にも生命や繁栄が奪われるという形で顕在化します。

まとめ  

「地が塩漬けされる」という表現は、神の裁きが下され、その地が実を結ばなくなるという象徴的な意味を持っ
ています。塩は、不毛や呪い、そして命と繁栄の喪失を象徴しており、「流産する地」という解釈は、神の裁き
によって地や人々が祝福を失い、命の可能性が失われることを示しています。この象徴は、神の裁きの厳しさ
と、それがもたらす結果を強調するものです。
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